
2023年11⽉議会資料 実務家公務員の技術⼒

危機管理における3原則を肝に銘じているか 最悪の想定、初動全⼒、絶対とは絶対⾔わない。

p172私の⽅が正論論争を続けていても明るい未来はない・ P158短絡的にこれを変えれば問題解決。これをやればできるということはまずない。 P236 ⼈もタコつぼに⼊りたがる 容認すると不祥事が⽣じやすい。

P116 わしゃ聞いてねえ ⼈の⾏動は必ずしも合理的ではない。 予めの予測 P114 公務員は変化に鈍感

P87意欲を⾼める

P88⻑いものに巻かれ、⾃分の⽴場を守ろうとする役⼈の性弱説があるともいえる。しかし、⾏動しないことは社会に不利益をもたらす。逃げて判断しない、⾏動しないことの社会的不利益・リスクに思いを致し、⾃分の良⼼に問いかけなくてはならない。実は⾏動しないことで、⼤過をしていた可能性がある。

P88 役所の場合は、⾃分が楽な⽅に流れて何もしなくても、すぐに組織はつぶれない。⾃分の給与も下がらない。⼀⽅で、流れに逆らうと様々な抵抗があり、精神⼒が必要だとも。 職員からの聞き取りでは難波市⻑は決断が速いと伺っている。

P87⽇本は「熱意あふれる社員」の割合が６％。⽶国は32％。⽇本は調査した139か国中132位という最下位クラス。 以前、職員のやる気調査を本会議でも取り上げた

P89できない理由を並び⽴てる

前例がなければ作り出せばよい。公務員は新しい社会システムや制度を⾃らつくりだすことができる。それこそが公務員の楽しみである。

出来ない理由を並び⽴てるは「問題の解説」で終わる⼈である。 解決策を⾒出してゆく姿勢が実務家公務員に必要である

P94リスクを他⼈に押し付ける昇進

個⼈の「考え⽅」によるものだとしても、属している組織⽂化が影響しているケースは多い。「そつのない⼈」「⼤過のない⼈」が早く昇進する傾向のある組織は要注意である。

⾃分が決断しない、何もしないことにより発⽣する不利益を他に押し付けることもしばしばある。このような⾏動

P95やめまいかとやらまいか 予算がこれだけしかないのでできませんで終わることなく、⼗分とは⾔えませんが、⼯夫して⾏けばという組織⽂化をは育みたい

P108 能⼒を磨く

P110 ⼈々が何をもって⼼豊かと感じるのか、市⺠の⽬線や感性に⽴って考えなければならない。

結果とは、最終的な成果ではない。情報収集や分析で結果を出すことも結果であり、リレーのような取り組みにおいてバトンをつなぐことも

事実を正しく認識し、事実と事実判断を発信しているか。 P120 ⽇本の官僚は忖度に傾きすぎて、プロフェッショナルとしての規律を忘れ、政治中枢への過度の忖度に⾛っているのであろうか。

P128EBPM

P131 なぜあやまったのかを分析する習慣がありますか

謝るで終わらせず、なぜ誤ったかを組織においては、組織の学習能⼒として不可⽋である。

失敗を組織として許容しなけば、⼈は挑戦しなくなる。

P130このままのやり⽅で良いのだろうか

エビデンスとしてデータの分析能⼒を⾼めなければならない。アンケート結果を検証することなくデータとして利⽤するのは論外。科学的・論理的に⽐較可能なデータなのかまずは検証。

因果関係の誤った決めつけと対策が語られることがある。

P231 組織の実⾏⼒を⾼めるための技術⼒

組織の考え⽅×意欲×能⼒ を⾼めるためのマネージメント

トップが決定した戦略を組織の上から下に向かって分解してゆき、下層の組織はより狭い範囲で具体的な成果を出してゆく。

P232 「⾃分磨き」が推奨されるシステムと組織⽂化がありますか 短期的な結果を出せる組織づくりと共に、中⻑期的な技術⼒を⾼める組織作りが重要。⾃分磨きのシステムは必要不可⽋

P234 総⼈⼝減少社会における様々な社会の問題

働く⼈が集まらない原因、住環境、⼦育て〜

多くの問題解決の検討に当たっては、総合⾏政機関という地⽅⾃治体の特徴を活かしてどうやって地域ぐるみ社会総がかりで実現するかを考える必要あがある、

実務家公務員も「総合政策⼒×現場⼒」を意識して仕事をすることが求められる。

総合⾏政機関であり、現場の実⾏部隊を持つ地⽅政府が⼒を発揮すべき時代である。

P237 上級管理者を育てる

若い時から狭い分野で良いのでビジョンを描かせ、問題解決の為の決断をさせてみる。あるいはPJリーダーとして任命し、結果を出せせてみることが必要である、。

必要なのは、中間管理者、優れた上級管理者（⼤局観があり、戦略を描き、新たな価値を創造できる、あるいは判断できるもの。次の時代の⼈材を育てることが出来るもの）を育てることである。

それを意識した特別な努⼒が各⼈に求められ、組織も希少資源といえる上級管理者を育てる意識を持った特別の取り組みを要する。

P238 上から与えられた⽬標と業務を実⾏するだけの組織⽂化になっていませんか？

与えられた⽬標以上の新たな価値を創造できる組織⽂化と⼈を作ること、⾃分⾃⾝がそういう⼈になることが重要である。

組織のメンバー：⼀⼈⼀⼈が与えられた⽬標の現実に貢献できるよう⾃分の役割を果たす

トップ：⽬標を明確にする＋⽬標への共鳴共感と意欲を引き出す

P246 組織編成の変更によって組織と⼈の意識の⾃⽴性の変⾰をしていますか？ 名称の変更、PJ、出島、組織外の出島

P249 知の総合プロデュ―スができる技術統括責任者を置いているか 国の多くの省庁で、技監や技術統括審議官といった職を置いているが、地⽅⾃治体の中でも、県のような⼤きな⾏政組織においてはCTOを置くことが必要な時代を迎えている。もちろん、それが処遇のためのポストであってはならない。

P27国⼟交通省での研修会、⼤学教授。話の内容は現場に⽴脚せず、机上の空論と思えた。評論や開設ばかりで社会の問題解決にはつながるようなものではなかった。 これまでの市⻑と違うことは課⻑に聞くのではなく、担当者おw読んで現場の声を聴いてくれるようになった。と聞いている。

P76具体的な未来像を書く

共想のためには、⼈の⼼が動く未来図をどう描くかがポイントである。⼀般に公務員は⼿堅さを好み、現実可能性が計算できる未来予想図を描きがちである

d。ワクワク、こうなればいいなが重要。頑張ればできるかも、いやきっとできると思える現実感が重要である。そういうものであれが共鳴・共感の輪が広がり、多くの⼈が⾃ら進んで

お題⽬を並べるだけでなく地域経済を回すための戦略、計画、実⾏計画に落とし込まなければならない

u例えば「⽇本⼀⼦育て環境のよい街にする」という⽬標を掲げ、保育園の待機児童ゼロや⾼校⽣までの医療費の無償化を他地域に先駆けて実現するなどの取組や、地域の個性を⽣かした住んでみたいと思える魅⼒ある地域づくりが求められる

P16 近年経済成⻑の鈍化、⼈⼝減少が顕著となり、他と同じ⾏政サービスをしていては、より魅⼒ある（と思う）ところへ、⼈⼝は移動してしまう。地域は受け⾝になって分配されるのではなく、能動が必要である。。

P17「新たな価値の創造」が必要であることを意識・認識し、⾏動していかなければならない。

P47 考え⽅が最も重要

三井三池炭鉱の経営者、三井財閥の総帥となった團琢磨⽒の⾔葉。「思想」「志」の重要性と100年後の地域のことを考えて、今も團が築港した三池港は地域経済⽀えている。

⽇本のような成熟社会、⼈⼝減少社会においてはあらゆる将来の姿はこれまでの延⻑上にない。「どういう社会を⽬指すべきか」は⾃ら設定・設計しなければならない。

既に、次年度の予算編成に向けて、個別の事業よりも考え⽅を問われることが多いと伺っている。

P53五箇条の御誓⽂

⼀、旧来の陋習を破り、天地の公道に基づくべし

（これまでの悪い習慣を打ち捨てて、何事も普遍的な正しい通りに基づいておこないましょう）

⼀、官武⼀途庶⺠に⾄る〜 各⾃の志すところを達成できるように、⼈々に希望を失わせないことが肝要です

⼀、広く会議を興し、万機公論に決すべし

P73⽬指すべき姿

P75意外にそこに住んでいる⼈は「場の⼒」を実感していないことが多い。

その地域ならではの個性ある地域・社会づくりが重要である。

⽬指すべき社会の姿は、どこにでもあるものではなく、場⼒、地域特性を踏まえた独⾃のものとする。

145絵に描いた餅で満⾜していませんか 具体的戦略としては現場が動く仕組み

P166 スピード感があるつもりになってはいませんか。答えが短時間で必要あ場合（国会）は最低限の要求⽔準を⾒たいしていればとにかく間に合わせることが最重症 P167 ⼤事なのは外部から⾒たスピード感である。

P79具体的戦略（削減）

P78 PDCA

地⽅⾃治体における「戦略」とは、限られた予算と⼈員の中で「地域の⽬指す姿や⽬標を最も効率的に、あるいわ短期的で実現するための具体的な⽅法」と云える・

如何に施策を選択し、バランスを確保しつつ、資源を配分して結果を出すかが問われる。

148予算配分

安易なイベント、対処療法に終始していないか

いつの間にか、来場者数が仕事の成果を測る成果指標（KPI）になっている。

対処療法と共に症状の根底は何かを分析し、そこから改善してゆくことが不可⽋だ。⼿間暇かかってもそれを避けて楽な道を選んではいけない。

費⽤対効果分析

中には事業中であっても中⽌した⽅が社会的損失が少ない。休⽌という⾔葉でいくつか休⽌した。 難波市⻑が⼟⽊学会の論⽂で使⽤したのが初めてであると 最終的な意思判断するのはトップ。価値判断が先⾏し、事実や科学的正しさを歪めることがあってはいけない。

旧運輸省港湾局計画課の予算担当の課⻑補佐時代、公共投資の成果・効果を⾦額として算定し、それを経費と⽐較するという「費⽤対効果分析（B/
C）分析を⾏うべきと考えた。公共投資を⾒えるかし、外部への説明責任果たすと共に、アウトプット（作り出すこと）第⼀と考えがちだった組織に、⽬的はアウトカム社会的便益がどう出るかと認識させる効果があった。

P22新たな価値の創造がこれまで以上に必要な時を迎えている ⾸⻑はこの⼤変化に気付き、⾃らメッセージを発信すると共に、組織体制の変⾰と職員の意識改⾰を試みる

P40技術⼒＝考え⽅×意欲×能⼒  今、⽇本は⼈⼝減少社会に⼊り,世界が経験して来なかった課題への挑戦に迫られている。国・県・市⻑の各レベルで、どういう将来未来図が必要。組織のトップがリーダーとして果たす役割が⼤きい。ビジョンや考え⽅がマイナスであれば、個々の組織の構成員の考え⽅や意欲や能⼒が⾼くても、組織としては間違った⽅向に⾛ることに。

P41地⽅⾃治体であれば、⾸⻑の役割と責任は極めて⼤きい。しかし、トップがすべて解決できるわけではない。トップの下、実務家がそれぞれの考え⽅を設定し、意欲と能⼒を持って⾏動しなければならない。

時代認識

P62こうなればを実現してゆく時代。地域ぐるみ、社会総がかりで創り上げてゆくもの

P55各地域⾃⾝が⾃ら⽬指すべき社会の姿を設計し、その実現を⽬指し絵⾏かなければならない。

⾃分なりの時代認識や価値観を整理しつつも、それが唯⼀正しいと思い込むことなく、多様性を理解した上で⾃分なりに解釈する

P97 ⾸⻑という地位に就きたいからなろうと思い、なった⼈。もう１つは、⾸⻑になってやりたいことがあってなった⼈。後者は、やりたいこと、実現したいこと（将来像、ビジョン、⽬標）を明確に打ち出す。

P97 ⽗の社会貢献と⾸⻑になぜなったのか

102厄介払い、ひどい⼈格、港湾

もし、⾃分が正しくやるべきことであると思うなら、腐っていても、上司の悪⼝を⾔って溜飲を下げても何の問題解決にならない。

今、あの時を振り返ると実にひどい⼈格だったと思う。それに耐えてくださった先輩たちがいたから、今の⾃分がある。⼤変迷惑をかけたが、諸先輩に⼤変感謝している。

中途半端に引き下がっていたら、結局は何も得ないままに「のほほん」と公務員⽣活を送っていたに違いない。

全国の港湾の⻑期計画に関する仕事だった

P196リーダーシップ

P200 トップはプライド・⾯⼦が邪魔をして⽅針の誤りに気が付いても、⽅針を素直に変えにくい。間違った⽅向にリーダーシップを発揮していないか、常に⾃問すべきである。 業界団体との判断

P199 鈴⽊修 できない理由を聞く暇はない。どうすればできるか⾔ってくれ

みんながそうである必要もないとしているが

これからの地⽅⾏政のリーダーは、とりわけ県や政令市のような⼤きな組織のトップリーダーはカリスマ型、トップダウン型、むしろビジョン、⽬標を掲げる「ビジョナリー型リーダー」が⼀般には適しているのではないだろうか。

⾃分が⽬指すべきリーダー像を意識していますか？

港湾⾏政

経済成⻑の鈍化に伴い、ハードの量的整備の重要性は相対的に⼩さくなり、蓄積したストックをどう⾼度化し、有効に使い、如何に港や地域の活⼒・魅⼒を⾼めるかという港湾経営や港町づくりを総合した地域経営が必要になってきた。単純延⻑に将来を置いてはいけない。将来のあるべき姿を描き、それを実現するための⽅策を考える「バックキャスティ

P71部分最適（清⽔港）

１0年20年後の港町全体の未来図の将来実現の通過点として5年後の姿を考える取り組みが必要となる。

清⽔港周辺のまち作りの事例で、それぞれの部分最適・短期的最適の未来図を描いて現実に取り組んだとしても、それが現実で最適になるとは限らない。

P143〜144港湾計画 アイデアの具現化です。世界遺産の保護と経済活動。⽇本の港湾計画においては初めての取組。

P195 清⽔区のウォーターフロントを活かした街づくりにおける⽬指す姿の実現⽅法

P206 2018年4⽉清⽔みなとまちづくり公⺠連携会議を設⽴
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